
 

 

 

                                       

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 予定 

 

１７ 月 第２学期始業式 

１８ 火 給食開始 

２４ 月 検尿検査配布 

２５ 火 検尿検査提出（～２６日） 

 

１ 火 あいさつ運動（～３日） 

内科検診２・６年 

２ 水 放送児童集会 

内科検診３・４年 

４ 金 内科検診１・５年、大阪 880 万人訓練 

諸費①（８・９月分） 

７ 月 委員会活動 

１０ 木 避難訓練 

１２ 土 第３回 PTA 実行委員会 

１５ 火 学級写真撮影 

諸費②（８・９月分） 

１７ 木 耳鼻科検診１・４年 

２３ 水 第一中学校授業・クラブ見学６年 

２４ 木 校外学習５年 

２５ 金 眼科検診 

２８ 月 創立記念日（通常授業） 

２９ 火 校外学習４年 

３０ 水 非行防止教室５年 

 

 

寝屋川市立中央小学校 （寝屋川市初町１番２５号） 
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◇5年生及び６年生の宿泊を伴う行事について 

 ９月１０日（木）から１１日（金）に予定していた５年生

の林間学舎と１０月１日（木）から２日（金）に予定して

いた修学旅行は新型コロナウィルス感染症拡大の

影響により、行き先や活動内容等を変更して、日帰

りプランとなりました。 

 

◇暑さ対策について 

 今年も３５℃を超える猛暑日が続き、新型コロナ

ウィルス感染症対策とともに、様々な工夫や対策を

練っています。少しでも日差しを和らげるための日

よけネット設置や、ミストシャワーの常時開栓、児童

の登下校時の荷物負担軽減策等、児童が教育活動

にしっかりと向き合えるように、地域の方々やＰＴＡ

の皆様にご協力いただいています。ありがとうご

ざいます。保護者の皆様におかれましても、水分補

給のためのお茶を多めにご用意くださいますよ

う、ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

◇中央小学校創立５４年目を迎えます 

令和２年９月 28 日（月）は中央小学校の創立記念

日となります。今年で５４年目となります。本来なら

ば学校はお休みとなりますが、今年は授業日数確

保のため、通常授業を行います。 

 

◇第５４回運動会 

新型コロナウィルス感染症対策により、今年度の

運動会は日程や内容等の変更を余儀なくされ、１０

月１３日（火）【予備日１５日（木）】に学年別分散実施を

いたします。 

 

 

8月17日 2学期始業式（放送）  

長い 2学期のスタートです！ 

 

 『前、どうぞ』・『悪いことがあった時に、人間性が出るよ』 

 
先日ある新聞にこんな記事が載っていました。 

「前、どうぞ」薬局の行列、女子学生から始まった善意のリレー 割り込んだのは… 
 コロナ禍に花粉症。手持ちのマスクが心もとない。駄目元で、開店前の薬局に家族と
交代で並ぶこの頃だ。肌寒い早朝、長い列の後方に、幼い子の手を引いた若いお母さん
がいた。 
「前、どうぞ」。母子の前にいたリクルートスーツの女子学生が順番を譲った。すると、
二つ前の若い女性も「前、どうぞ」。さらに、年配のご婦人も、中年のおじさんも、青年
も「前、どうぞ」。小さな善意のリレーは暖かな春風のように・・・。店内まで進んだ客
は、レジ近くの箱からマスクを取って代金を払っていた。そこへいきなり入ってきた中
年の男性が、マスクをつかんだ。列の女性が「割り込みは駄目です」と注意しても、男
性は「マスクを取ってから並ぶんだ」と言い放って店外へ・・・。男性は企業の管理職
風。順番を譲った女子学生を面接するような立場かもしれない。大人であり、社会人の
先輩なのに、心が冷える自己中心。みんなマスクで顔を覆っていても、振る舞いからマ
スクの下の素顔がのぞく・・・・・・・ 
全国で感染者が急増している。こんな時こそ、自己中心ではなく、苦しい立場の人に「前、
どうぞ」と言いたい。知らない誰かへの思いやり、という効果も備えたマスクである。 
また、フィギュアスケートの高橋大輔選手を育てた長光歌子コーチ 

「札幌オリンピックでジャネット・リンの振る舞いを見て、人間性というのは、とっさ
の時、マイナスのことが起きた時の態度に出ると分かりました。2002 年のソルトレーク
シティー五輪のアイスダンスでも、ビクター・クラーツが最後の最後にバランスを崩し、
シェイリーン・ボーンともども転んでしまいました。あの時もビクターにキスをして立
ち上がった、シェイリーンの笑顔がすてきで、彼女の人間性に震えました。大輔にも『悪
いことがあった時に、人間性が出るよ』とよく言ってきました」  
人間は、自分に余裕があるとき（物事がうまくいっているとき）は他人に優しくなれ

るものなのです。 
自分自身に余裕がなくなったとき、大変なことが身に降りかかったとき、物事がうま

くいかないとき、どう考えどう動くことができるのか。自分も苦しいけれど、もっと困
っている人が今ここにいる。そのとき「前、どうぞ」という一言が言えるかどうか、見て
いる人に不快を与えない振る舞いができているのかどうか、その人の本質（人間性）が
そこに見えるのです。コロナ禍で人の心に余裕がなく、人と人との距離の取り方が難し
くなっている今だからこそ、リクルートスーツの女子学生やジャネット･リン選手、シェ
イリーン選手のように振る舞える。そんな人でありたい。中央小の児童も、そんな子ど
もたちに育ってほしいと願っています。 

 

７月 13日～15日  

今年度初めてのあいさつ運動 
～大阪 880万人訓練～ ９月４日（金）に大阪府内一斉に

訓練テスト用メールが携帯電話等に送信されます。（府 9：33 頃） 

 

令和２年度 
Ｎｏ．５ 

７月８日 

 教職員救急救命講習 


